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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年5月9日(2019.5.9)

【公開番号】特開2018-59001(P2018-59001A)
【公開日】平成30年4月12日(2018.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2018-014
【出願番号】特願2016-198226(P2016-198226)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  83/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/05     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  71/02     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   83/02     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/05     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/12     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   71/02     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/00     １０１　

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月25日(2019.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　さらに、鋭意検討を行った結果、従来の剥離紙用又は剥離フィルム用シリコーン組成物
に、（Ｆ－１）：（ｆ１）ヒドロシリル化反応性基及び（ｆ３）ポリオキシエチレン鎖、
（Ｆ－２）：（ｆ２）ポリシロキサン構造及び（ｆ３）ポリオキシエチレン鎖、又は（Ｆ
－３）：（ｆ１）ヒドロシリル化反応性基、（ｆ２）ポリシロキサン構造及び（ｆ３）ポ
リオキシエチレン鎖を有する化合物を配合することにより、帯電防止性と剥離性とが優れ
ると共に、安全性と硬化性にも優れた剥離紙用又は剥離フィルム用シリコーン組成物を提
供することが可能であることを見出した。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
［（Ｅ）成分］
　本発明は、帯電防止剤として、（Ｅ）イオン性化合物を含有する。イオン性化合物は、
常温でイオン解離性を示す化合物であり、（Ｆ）成分と併用することにより、優れた帯電
防止性を付与することができる。イオン性化合物は、アルカリ金属塩、イオン液体等が挙
げられ、１種単独で又は２種以上を適宜組み合わせて用いることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
［（Ｇａ）成分：（メタ）アクリル基を有するオルガノポリシロキサン化合物］
　本発明で用いられるオルガノポリシロキサン化合物（Ｇａ）は、（メタ）アクリル基を
有するものである限り特に制限されないが、１分子中に１個のラジカル重合性基を有する
ラジカル重合性モノマー（Ｇｂ）との共重合のし易さ、オルガノポリシロキサン化合物自
体の合成のし易さ、及び剥離力制御成分の効果等の点から、下記一般式（５）で表される
ラジカル重合性シリコーンマクロモノマーであることが好ましい。
【化１５】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
［（Ｇａ）成分／（Ｇｂ）成分比］
　（メタ）アクリル基を有するオルガノポリシロキサン化合物（Ｇａ）と１分子中に１個
のラジカル重合性基を有するラジカル重合性モノマー（Ｇｂ）との重合質量比率［（Ｇａ
）／（Ｇｂ）］は３０／７０～９９／１の範囲内にあることが好ましく、より好ましくは
４０／６０～９７／３、更に好ましくは５０／５０～９５／５である。重合質量比率［（
Ｇａ）／（Ｇｂ）］が３０／７０より小さくなるとシリコーン成分が少なくなるため、シ
リコーン組成物への相溶性が低下し、剥離力制御成分が分離する場合がある。また９９／
１より大きくなると軽剥離効果が低下する場合がある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
［（Ｉ）成分］
　ポットライフ延長剤としては、例えば、各種有機窒素化合物、有機リン化合物、アセチ
レン系化合物、オキシム化合物、有機クロロ化合物等が挙げられる。例えば、３－メチル
－１－ブチン－３－オール、３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オール、３－メチル
－１－ペンテン－３－オール、フェニルブチノール等のアセチレン系アルコール、３－メ
チル－３－ペンテン－１－イン、３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－イン等のアセチ
レン系化合物、これらのアセチレン系化合物とアルコキシシラン又はシロキサンあるいは
ハイドロジェンシランとの反応物、テトラメチルビニルシロキサン環状体等のビニルシロ
キサン、ベンゾトリアゾール等の有機窒素化合物及びその他の有機リン化合物、オキシム
化合物、有機クロロ化合物等が挙げられる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００８０】
　紙基材としては、例えば、ポリエチレンラミネート紙、グラシン紙、上質紙、クラフト
紙、クレーコート紙等各種コート紙、ユポ等の合成紙が挙げられる。フィルム基材として
は、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリ塩化ビニル、ポリビニ
ルアルコール、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレ
ンナフタレート、ポリアクリル、ポリカーボネート、ポリフッ化ビニリデン、ポリアリレ
ート、スチレン系エラストマー、ポリエステル系エラストマー、ポリエーテルスルホン、
ポリエーテルイミド、ポリエーテルエーテルケトン、ポリフェニレンスルフィド、ポリイ
ミド、セルローストリアセテート、及びセルロースアセテートプロピオネート等のプラス
チックフィルムが挙げられる。中でも、透明性、可撓性、汚染防止性及び強度等の点から
、ポリエチレンテレフタレートが好ましい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
（Ｇ－１）
　（ＣＨ3）3ＳｉＯ1/2で表されるトリメチルビニルシロキサン単位０．０３モル％、（
ＣＨ3）2ＳｉＯ2/2で表されるジメチルシロキサン単位が９９．９７モル％で構成されて
いるオルガノポリシロキサン（３０質量％トルエン溶液の２５℃での粘度が１０Ｐａ・ｓ
）
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
［（Ｇ－２）の調製例］
　撹拌機、温度計、還流冷却器、滴下装置を備えたガラス製反応装置に、トルエン３０．
０質量部を仕込み、９０～１００℃に加熱後、下記式（７）で表わされるラジカル重合性
シリコーンマクロモノマー５５．７質量部（０．０６７ｍｏｌ）、メチルメタクリレート
９．８質量部（０．０９８ｍｏｌ）、２－エチルペルオキシヘキサン酸ｔｅｒｔ－ブチル
２．５質量部（０．０１２ｍｏｌ）及びトルエン５１．８質量部の混合物を窒素通気下に
４時間かけて滴下した。更に９０～１００℃で２時間重合後、２－エチルペルオキシヘキ
サン酸ｔｅｒｔ－ブチル０．４質量部（０．００２ｍｏｌ）を加え、２時間重合を行なっ
た。次いで真空乾燥機中で１５０℃／１０ｍｍＨｇの条件で乾燥し、アクリル－シリコー
ン系グラフト共重合体（Ｇ－２）を得た。ＧＰＣによるポリスチレン換算の重量平均分子
量は１２，０００であった。
【化３４】

【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００９８】
＜評価＞
　各例の剥離剤について、硬化性、剥離に要する力（以下、「剥離強度」という。）、残
留接着率、表面抵抗率を以下の方法により評価又は測定した。結果を表１～３に示す。
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